地域×若者=未来創造プロジェクト０９年度事業募集！
いま、わたしたちは高知県のれいほく地方で「いなかインターンシップ」をすすめています。
これは、若者層がごっそりいない「いなか」に若者が入ることで、地域に新しい発想と工夫、やってみようという意欲と行動を生み出すことを狙ったものです。
09年度、地域活性や地域づくりに若者を結びつける取り組みを全国に拡大するとともに、情報や経験の交流を全国的な規模ですすめる事業を農林水産省の支援をうけて行っています。
ぜひ、あなたの県でも、地域と若者が結びつく事業をすすめませんか。

◆地域×若者プロジェクトの目指すもの
いなかには、いいものがいっぱいあります。いなかに輝きを取り戻す方法があります。 

そのためには、これまでありがちだった「困っているから助けて」という「地域計画」から決別していく必要があると思います。代わりに、地域の慣習にとらわれず、課題に純粋に取り組む力を持った若者が必要です。
いなかでは、未来が創られ、生まれ続けています。この場所で、未来を担う若者の発想や行動がぶつかり、この中から、これまで考えられなかった新しい仕事や後継者が出てくることを期待します。
地域、とりわけ「いなか」という一次産業を中心とした地域で、まず若者がたむろする状況をつくり出す。そのにぎわいの中から、地域と若者が協働し、いろんな機会や方法を駆使することで、新しい仕事や後継者が出てくることを狙います。 
◆いなか未来会議ネットワークの目指すもの
地域で、若者と地域の社会人・企業人との協働をつくり出し、多くの経験と実績を生みだすことで、改めていなかの主体を形成し、地域活性の推進力を得ます。
若者がいない、少ないという課題に、若者を結びつける新しい手法で地域を刺激しようとする、全国でがんばる個人・団体を結びつけ、交流、連帯し、経験や力を蓄えることを目指します。
そして、いなかといなかの固い絆を構築するとともに、いなかと都市との連携をはかり、いなかを刺激します。 

いなかが元気になることで日本が元気になる！
いなかで未来を創造することで日本を救う！ 

と考える多くの人と連絡を取り合いながら、経験を一堂に集め、それを活用していきたいと思います。 

2009年７月
いなか未来会議ネットワーク事務局
〒780-8040　高知市神田東赤坂2607-72（南の風社内）
TEL：088-834-1488　　FAX：088-834-5783
E-mail　edit@minaminokaze.co.jp 

◆事業対象の要件（選考基準）
· いなかの団体に限らないが、事業がどこかで「いなか」とからんでいること
＊いなかとは……第１次産業を主軸とする地域、また中山間地域などで、２０代の若者の流出がみられる地域 
· インターンシップなど、地域と若者の実践的なプロジェクトをコーディネートし、プロジェクト終了後、関わった若者自身の成長、またその地域に新事業創出など進展が見込まれること 
· 継続的事業であり、2010年以降の計画・ステップアップのプランがしっかりしていること
助成金　      上限100万円
募集期間　　　2009年7月16日～8月25日
実施期間　  　2009年9月～2010年3月31日 

◆採択後にすること
· 原則として９月中、南の風社に２週間以上滞在し、「いなかインターンシップ」を体験、意見交換をします。（１名以上の参加要） 
· これ以降、対等な関係で、独自に地域×若者事業を進めてもらいます。 相談、交流は、必要な時いつでもすることができます。 

◆提出方法
フォーマットに記入し、郵送か電子メールでいなか未来会議ネットワーク事務局（南の風社内）へ提出ください。 

▼郵送の場合
8月25日（火） 必着
〒780-8040　高知県高知市神田東赤坂2607-72
株式会社　南の風社内　いなか未来会議ネットワーク事務局　宛 

▼電子メールの場合
8月25日（火） 13:00　必着
いなか未来会議ネットワーク事務局　　edit@minaminokaze.co.jp 

◆問い合わせ先
事業そのもの、書類の書き方などお問い合わせがありましたら、以下にお願いします。 

いなか未来会議ネットワーク事務局
〒780-8040　高知市神田東赤坂2607-72（南の風社内）
TEL：088-834-1488　　FAX：088-834-5783
E-mail：edit@minaminokaze.co.jp 

地域×若者=未来創造プロジェクト事業応募フォーマット

「いなか」と「若者」の未来を創造する事業に応募します
１．申請事業の名称（40字以内）

	


２．これはどういう事業なのか、申請事業の要約を400字程度でお書きください。
	


３．事業主体となる組織の概要
	事業主体となる組織名
	組織名（ふりがな）： 

代表者氏名（ふりがな）： 

	設立年月日

（事業開始日）
	

	人員（常勤以外も全て記載）
	常勤（専任）スタッフ　：　　　　名

	
	プロジェクト、非専任スタッフ：　　　　名

	主な事業内容

（申請事業含むすべての事業）
	


４．背景と狙い

（１）この事業に応募するに至る経過、背景
この事業を企画するに至る経過、背景をお書きください。この中に、いま置かれている地域の実情、学生、若者の現状、地域の大学の実情（貴団体となんらかの関係を含む）が分かるように書くとともに、なぜ、その取り組みが地域で必要か、お書きください。
	


（２）この取り組みの狙い

この事業を企画して、なにをどうしたいのか、実行・実現したらどうなっているかなど、事業の狙いをお書きください。
	


５．事業計画
（１）具体的なチャレンジの機会やプログラム上の工夫、および特徴

この事業では、若者にどのように関わり、どのようなチャレンジの機会を提供するのか、また地域と若者が出会い、協働する際に、どういう工夫があるのか、この事業の特徴をできる限り具体的にお書きください。

	


（２）想定する事業規模

このプロジェクトにおける数値目標をお書きください。

	


（３）事業の実施により期待される成果

参加した若者たちにどのような成長を期待しているのか、また、協働する企業・団体にはどのような効果があるのか、そして地域社会にはどのような成果が想定されるのか、お書きください。

	


（４）ステップアッププラン

本事業が終了した後、2010年度以降の計画、例えば、この事業をどう引き継いでいくか、また、どう人材や自主財源を確保していくのか、など、この事業を次にステップアップさせていく戦略についてお書きください。
	


（５）事業の実施計画を時系列で記入してください

事業の実施にあたって必要な事前の準備やプログラム終了後のフォローなども含めて、その計画の妥当性が評価できるよう、下記のような時系列の形で、できる限り具体的にお書きください。

＊記入フォーマット例（縦軸に活動内容、横軸に月が記載されているものであれば、形式は問いません）

	活動内容
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	1.●●●●
	
	
	
	
	
	
	

	2.■■■■
	
	
	
	
	
	
	

	 2-1.・・・・・・・・・
	
	
	
	
	
	
	

	 2-2.・・・・・・・・・
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　・

　　　　　　・
	
	
	
	
	
	
	

	10.▲▲▲▲
	
	
	
	
	
	
	


（６）事業実施に直接関わる全てのスタッフについて、実働の割合と果たす役割についてお書きください。

	氏名
	社員区分
	実働の割合
	役割

	
	専従
	非
	
	

	
	
	
	％
	事業責任者

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	


（７）事業実施にあたり、実施上のアドバイスや業務連携など、想定しているパートナーについてお書きください。

	氏名
	所属・役職
	役割

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（８）予算計画

この事業において想定している総額とその内訳を記載してください。

	区分
	予算額
	積算内訳（算出根拠）

	賃金（アルバイト賃金は除く）
	
	

	スタッフA

スタッフB
	円

円
	単価×時間＝

単価×時間＝

	使用料および賃借料
	円
	単価×時間×回数＝

	旅費・交通費

（出張旅費含む）
	円
	

	印刷費・製本費
	円
	

	報償費（謝金）
	円
	単価×回数×人数＝

	雑役務費（アルバイト賃金）
	円
	単価×時間×人数＝

	その他経費
	円
	＊具体的経費名および金額を記載

	小計
	円
	

	消費税及び地方消費税
	円
	小計の５％

	合計
	円
	（小計）+（消費税及び地方消費税）
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